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彙　　　報

彙 報(平 成皐辮 謝

人事 異動

(教育職)

　 　　　　(外国人客員研究部門)

　 10月1日 　 第五研究部教授

　 　　　　 　　　 　JANHTJNEN,　Juha　Antero

　 　　　　 　(フ ィソ ラソ ド,フ ィソラ ソ ド

　 　　　　 　学術協会上級研究員 ・ヘル シン

　 　　　　 　キ大学教授)

　 　　　　 　 <任期6.10.1～7.9.3a>

　 11月4日 　 第五研究部助教授

　 　　　　 　　　 　 VICTORIA,　Brian　Andre

　 　　　　 　(ア メ リカ合 衆国,オ ーク ラン

　 　　　　 　 ド大学講師)

　 　　　　 　 <任期6.11.4～7.2.28>

シ ンポジウム

◎特別研究 「20世紀におけ る諸民族文 化の伝

　統 と変容 シ ンポジウム皿 観光の20世 紀」

　期 間　平成6年10月13日(木)

　 　　　　 　　　 　　　 ～10月15日(土)

　場所　 国立民族学博物館

　摘要　今回 は,「観光の20世 紀」をテーマ

　 　　　に,観 光が20世 紀の諸民族文 化にあ

　 　　　たえたイ ンパ ク トについて,さ まざ

　 　　　まな民族の事例を中心に,グ ローバ

　 　　　ルな視野の もとで活発な討論 がお こ

　 　　　なわれ ました。

シンポジ ウム委員会

　実行委員長

　 　石森　秀三　国立民族学博物館第 四研究

　 　　　　 　　 部

　実行委員

　 　庄 司　博史　国立民族学博物館第三研 究

　 　　　　 　　 部

　 　新免光比 呂　国立民族学博 物館第三研 究

　 　　　　 　　 部

　 　森　　 明子　国立民族学博物館第三研究

　 　　　　 　　 部

　 　吉本　　忍　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　部

事務局

　江藤　靖弘　国立民族学博物館管理部研

　　　　　　　究協力課国際協力係

　今田　好子　　「20世紀」事務局

報告者

　池田　光穂　熊本大学

　石森　秀三　国立民族学博物館

　井野瀬久美恵

　　　　　　　甲南大学

　江口　信清　立命館大学

　太田　好信　九州大学

　大谷　裕文　西南学院大学

　大塚　和義　国立民族学博物館

　奥野　卓司　甲南大学

　栗田　靖之　国立民族学博物館

　小長谷有紀　国立民族学博物館

　小山　修三　国立民族学博物館

　高田　公理　武庫川女子大学

　永渕　康之　名古屋工業大学

　安福恵美子　聖徳学園女子短期大学

　山中　速人　東京経済大学

討論参加者

　石毛　直道　国立民族学博物館

　上杉　富之　国立民族学博物館

　神崎　宣武　旅の文化研究所

　キム・ヤンジュ

　　　　　　　漢陽大学校

　久保　正敏　国立民族学博物館

　櫻井　哲男　熊本大学

　佐々木高明　国立民族学博物館

　白幡洋三郎　国際日本文化研究センター

　田中　雅一　京都大学

　田村　克己　国立民族学博物館

　ジョン・ナイト

　　　　　　　オックスフォード大学

　橋爪　紳也　京都精華大学

　端 信行 国立民族学博物館

　ジェニファ・ビア

　　　　　　　カリフォルニア大学

　吉野　耕作　上智大学
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日　 程

10月13日(木)

　10:00受 付

　　　　　　　　　　 (司会:石 毛　直道)

　10:30　 あい さつ　　　　　　 佐 々木高 明

　　　　 問題提起　　　　　　 石森　秀三

　「観光の19世 紀」　　 (司会:端 　　信行)

　13:00　 近代観 光の旅認識一 その誕 生 と顛

　　　　 末一　　　　　　　　井野瀬久美恵

　13:30楽 園幻想 とポ リネ シア観光

　　　　　　　　　　 　　　　 大谷　裕文

　14:00　 討論

　「先住民族 と観光」　 (司会:櫻 井　哲男)

　15:15　 オ ース トラ リア ・アボ リジニ と観

　　　　 光　 　　　　 　　　 　 小山　修三

　15:45　 アイ ヌ民族 に とって,観 光は なに

　　　　 を もた ら したか一近 代国家 日本 の

　　　　 同化政策 に よるアイ ヌ文化 の否 定

　　　　 と肯定一 　　　　　　　大塚　和義

　16:15討 論

10月14日(金)

　「観光立 国」　　　　 (司会:神 崎　宣武)

　10:00　 モ ンゴルにおけ る観 光立 国一 異文

　　　　 化理解 と観光装置一　　小長谷有紀

　10:30　 社会 主義 か,死か一観光立 国キュー

　　　　 バ と観光一 　　　　　　江 口　 信清

　11:00討 論

　「文化の商品化」　　 (司会:田 中　雅一)

　13=00　 楽園 の創 造一 ハ ワイ諸 島の場 合一

　　　　　　　　　　 　　　　　山中　速人

　 13:30文 化 の商品化 をめ ぐる政 治 と文化

　　　　 のかかわ り一 バ リ島の場合一

　　　　　　　　　　 　　　　　永渕　康之

　 14:00　 討論

　「ホス トとゲス ト」　 (司会:田 村 　克 己)

　 15:15　 観光 と売買春一 東南 アジアの事例

　　　　 を中心に一 　　　　　　安福恵美子

　 15:45鎖 国 と観光　　 　　　 栗 田　靖之

　 16:15討 論

10月15日(土)

　 「観光 の新 しい展開」(司 会:上 杉　富 之)

　 10:00　 エ コロジー意識 の政 治経 済学 に向
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　　　　 けて一ベリーズにおけるエコツー

　　　　 リズムの事例から一　　太田　好信

　10:30　物神化される文化一古代マヤ遺跡

　　　　 と観光客一　　　　　　池田　光穂

　11:00　討論

　「観光の21世紀」　　 (司会:久 保　正敏)

　13:00　メディアと観光一時空間を超えて

　　　　 一　　　　　　　　　奥野　卓司

　13:30　観光の未来　　　　　　高田　公理

　14:00　討論

　15:15総 括討論

◎民族学部門第18回国際シンポジウム 「北方

　少数民族の言語状況と未来」

　日時　平成6年11月7日(月)

　　　　　　　　　　　　～11月14日(月)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回のシンポジウムでは,情 報公開

　　　　が自由化したロシアの代表的研究者

　　　　による最新情報をふまx,現 在まで

　　　　の北方言語に関する研究成果を総合

　　　　的に再検討するものです。各地でみ

　　　　られる言語復権の試みやその展望に

　　　　ついても,活発な討論がおこなわれ

　　　　ました。

顧　問

　　梅棹　忠夫　財団法人千里文化財団会長

組織委員会

(委員長)

　　佐々木高明　国立民族学博物館長

(委　員)

　　藤井　知昭　国立民族学博物館副館長

　　石毛　直道　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　杉村　　棟　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部長

　　友枝　啓泰　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部長

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五砥究

　　　　　　　　部長



彙　　　報

　　東府　義之　国立民族学博物館管理部長

　　湯浅　叡子　財団法人千 里文化財 団専務

　　 　　　　 　 理事

実行委員会

(委員長)

　　庄 司　博史　国立民族学博物 館第三研究

　　 　　　　 　 部助教授

(委員)

　　朝倉　敏夫　 国立民族学博物 館第一研究

　　 　　　　 　 部助教授

　　栗本　英世　 国立民族学博物館第三 研究

　　 　　　　 　 部助教授

　　新 免光比 呂　 国立民族学博物館第三研究

　　 　　　　 　 部助手

　　 園田　 直子　 国立民族学博物館第五研究

　　 　　　　 　 部助手

　　 加藤　 建夫　 国立民族学博物館研究協力

　　 　　　　 　 課長

　　 宇治 日出二郎

　　 　　　　 　　財団法人千里文化財 団常務

　　 　　　　 　　理事

参加者

　　 Viktor　D.　Atknin

　　 　　　　 　　ロシア科学アカデ ミー言語

　　 　　　　 　　研究所(ロ シア)

　　 Nilsφ.　Helander

　　 　　　　 　　サ ー ミ研究所(ノ ル ウェー)

　　 Eugene　Helimski

　　 　　　　 　　 ロシア人文科学大学(ロ シ

　　 　　　　 　　ア)

　　 Juha　Janhunen

　　 　　　　 　　ヘル シンキ大学(フ ィラン

　　 　　　　 　　 ド)

　　 Michael　Krauss

　　 　　　　 　　ア ラスカ大学(ア メ リカ合

　　 　　　　 　　衆国)

　　 Tapani　Salminen

　　 　　　　 　　ヘル シンキ大学(フ ィラソ

　　 　　　　 　　 ド)

　　 Stephen　A.　Wurm

　　 　　　　 　　オ ース トラ リア 国立 大学

　　 　　　　 　　 (オース トラ リア)

　 　切替　英雄 　北海学 園大学助教授

　 　庄司　博史 　国立 民族学博物館助教授

　 　田中　克彦　一橋 大学教授

　 　津曲　 敏郎 　小樽 商科 大学助教授

日　 程

11月7日(月)(い ば らき京 都ホテル)

　 17:00　 登録

11月8日(火)(国 立民族学博物 館)

　 9:30　 館内見学

　 10:30　 館長表敬訪問

　 ll:oo開 会式

第1セッション

　「北方少数言語存続の条件 と言語政策」

　 　　　　 　　　 (座長:Juha　 Janhunen)

　 13:00　 北方少数言語政策 と民族意識

　 　　　　 　　　 　　　　 　　 庄司　博史

　 14:00討 論

　 　　　　 　　 (座長:Tapani　 Salminen)

　 13:00　 北方少数言語 の存続 の展望

　 　　　　 　　　 　　　 Stephen　A.　Wurm

　 16:00討 論

11月9日(水)(国 立民族学博物館)

第1セ ッシ ョン

　 「北方少数言語存続の条件 と言語政策」

　 　　　　 　　 (座長:Viktor　 D.　Atknin)

　 9:30　 言語政策の思想的側 面

　 　　　　 　　　 　　　　 　　 田中　克彦

　 10:30討 論

第2セッション

　 「北方少数言語状況 の地域的多様性」

　 　　　　 　　　 　　 (座長:切 替　英雄)

　 11:30ネ ネ ツ(西 シベ リア)に おけ る生

　 　　　 態環境 と民族 の存続

　 　　　　 　　　 　　　　 Tapani　Salminen

　 12:30　 討論

　 　　　　 　　　 (座長:Nilsφ.　Helander)

　 14:15　 ツソグース諸語 の言語的多様 性 と

　 　　　 国家　　　 　　　　 　 津 田　敏郎

　 15:15討 論

　 　　　　 　　　 (座長:Eugene　 Helimski)

　 16:15北 米諸語の現状 と展望

　 　　　　 　　　 　　　　 　Michael　Krauss
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　 17:15討 論

ll月10日(木)(国 立 民族学博物館)

第2セ ツシ ョソ

　「北方少数言語状況の地域的多様性」

　　　　 　　　　　　 (座長:庄 司　博史)

　 9:30　 イエ ニセ イか らサハ リンまで のエ

　　　　 ベ ンキ語」　 　　 Viktor　D.　Atknin

　 10:30討 論

第3セ ッション

　 「国家語 と北方少数言語」

　　　　 　　　　　(座長:Michael　 Krauss)

　 ll:30　 国家語 の少数民族 語 と民族 への影

　　　　 響Nilsφ.　 Helander

　 12:30討 論

11月11日(金)(国 立民族学博物館)

第3セッション

　 「国家語 と北方少数言語」

　　　　 　　　　　　 (座長:津 曲　敏郎)

　 9:30　 シベ リアにおけ る ロシア語化 要因

　　　　 　と言語生態 的方策

　　　　 　　　　　　　　 Eugene　Helimski

　 10:30討 論

　　　　 　　　 (座長:Stephen　 A,　Wurm)

　 13:15言 語政策か らみた アイ ヌ語

　　　　 　　　　　　　　　　 　切替　英雄

　 14:15討 論

　　　　 　　　　　　 (座長:田 中　克彦)

　 15:15　 中国東北地域 の諸言語

　　　　 　　　　　　　　　 Juha　Janhunen

　 16:15討 論

11月12日(土)

総合討論

　　9:30　 総合討論　 座長:庄 司　博史

　　　　 　　　　　　　　　 Juha　Janhunen

　 11:25　 閉会式

　 15:30北 海道 へ移動

11月13日(日)(北 海道)

　 ll:00　 二風谷 アイ ヌ文化記念館見学

11月14日(月)(北 海道)

　　9:30　 ワークシ ョップ

　　　　 　解散
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◎特別研究 「アジア ・太平洋地域におけ る民

　族文化の比較研究　第6回 シンポジ ウム

　マ ンダラと自己一 イ ソ ド的宇宙論一 」

　期間　平成6年ll月21日(月)

　　　　　　　　　 　　　～11,月24日(木)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回は,「マンダラ と自己一 イン ド

　　　　的宇宙論一 」をテ ーマに,「宇宙 と

　　　　 自己の象徴図」 ともよぶべ きマ ンダ

　　　　 ラを中心に,イ ソ ド及び周辺世 界の

　　　　宇宙観V'つ いて,活 発な討論 がお こ

　　　　 なわれ ま した。

シンポジウム実行委員会

　 実行委員長

　　 立川　 武藏　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

　 実行委員

　　 清水　昭俊　国立民族学博物館第 四研究

　　　　　　　　 部

　　 田村 　克 己　国立民族学博物館 第二研究

　　　　　　　　 部

　　 長野　泰 彦　　(事務局長)

　　　　　　　　 国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　 部

　　 福 岡　正太 　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　 部

　　 松 山　利夫 　国立民族学博物 館第一研究

　　　　　　　　 部

　　 横 山　廣子　国立民族学博物 館第二研究

　　　　　　　　 部

　　 吉本　　忍　 国立民族学博物館第五研 究

　　　　　　　　 部

　 事務局

　　 江藤　靖弘　国立民族学博物館管理部研

　　　　　　　　 究協 力課 国際協力係

　　 下浦　摩紀　　「ア ジア ・太平洋」事務局

　 報告者

　　 Gary　L.　Ebersole

　　　　　　　　 The　Divinity　School,　Uni-

　　　　　　　　 versity　of　Chicago

　　 奥山　 直司　 高野 山大学文学部

　　 小倉　　泰　東海大学文学部



彙　　　報

　　 島田　茂樹　東洋大学文学部

　　鷹巣　　純　愛知教育大学

　　立川　武藏　国立民族学博物館

　　 田中　公 明　財団法人東方研究会

　　野 口　 圭也　種智院大学仏教学部

　　 J.W.Heisig南 山大学南山宗教文 化研 究

　　 　　　　　　所

　　 S.S.Bahulkar

　　 　　　　　　Central　Institute　of　Higher

　　 　　　　　　Tibetan　Studies,　Sarnath

　　 日野　 紹運　岐阜薬科大学

　　 宮治　　 昭　名古屋大学文学部

　　 森　　 雅秀　 高野 山大学

　　 矢島　道彦　鶴 見大学女子短期大学部

　　 吉崎　一美　 日本ネパール'協会

　　 和 田　 壽弘　 名古屋大学文学部

　 討論者

　　 M.Kolhatkar

　　 　　　　　　Deccan　College

　　 佐 々木高 明　 国立民族学博物館

　　 杉 島　敬志　国立民族学博物館

　　 関本　照夫　東京大学東洋文化 研究所

　　 田中　雅一　京都大学人文科学 研究所

　　 　　　　　　 国立民族学博物館(客 員)

　　 藤井 　知昭　 国立民族学博物館

　　 宮家　　準　慶鷹義塾大学文学部

　　 渡辺　欣雄　東京都立大学人文学部

日　 程

11月21日(月)

　　 　　 登録

　　 　　　　　　　　 (司会:立 川　武藏)

　 9:40　 開会式

　　 　　 館長あい さつ　　　　　佐 々木高 明

　　 　　 運営委 員長 あいさつ　 藤井　知昭

　　 　　　　　　　　 (座長:立 川　武藏)

　　 　　　コスモス とは何か　 Gary　Ebersole

　　 　　　　　　　　 (座長:奥 山　直司)

　 13:00　 自己 と自我一現 代の発 明を発見す

　　 　　 るユ ソグ思想をめ ぐって一

　　 　　　　　　　　　　 　　　J.W.Heisig

　　 　　　ヒン ドゥーの 自我 と世 界

　　 　　　　　　　　　　 　　　 日野　紹運

　　　 　 イソ ド自然哲学におけ る自我

　　　 　　　　 　　　 　　　　 和 田　壽弘

　16:15討 論

ll月22日(火)

　　　 　　　　 　　　 (座長:森 　　雅秀)

　9:40　 ジ ャイナ教 のマンダラ ー 〈聖 なる

　　　 　 集 い〉(samavasarana)に つ い て

　　　 　 一 　 　　 　　 　 　　 　矢島　道彦

　　　 　 タ ン トラ仏教 にお ける 自己 と宇宙

　　　 　　　　 　　　 　　　　 野 口　 圭也

　　　 　　　　 　　　 (座長:矢 島　道彦)

　13:00　 マ ンダラの形態 の歴史的変遷

　　　 　　　　 　　　 　　　　 森　 　雅秀

　　　 　 ヘ ール カ系のマ ンダ ラー異形 の神

　　　 　 の コスモ ロジー一 　　　島田　 茂樹

　15:00討 論

11月23日(水)

　　　 　　　　 　　　 (座長:野 口　 圭也)

　9:40　 「時輪 タン トラ」 の コスモ ロジーと

　　　 　 身体論 は どの よ うに して成 立 した

　　　 　 か　 　　 　　 　 　　 　田中　公 明

　　　 　 The　Lokadhatupatala(Chapter　 1)

　　　 　 of　the　Kalacakra　Tantra

　　　 　　　　 　　　 　　　 S.S.　Bahulkar

　　　 　　　　 　　　 (座長:田 中　 公明)

　 13:00南 イ ン ドの宗教 都市一 シュ リー ラ

　　　 　 ンガムを中心`一 　 　 小倉　　泰

　　　 　 ラサー マンダラ都市一 奥山　直司

　　　 　 六道十王図 のコスモロジー

　　　 　　　　 　　　 　　　　 鷹巣　 　純

　 16:15討 論

11月24日(木)

　　　 　　　　 　　　 (座長:日 野　紹運)

　 9:40　 ネ ワール仏教儀礼 におけ る仏の「受

　　　 　 胎」 と 「誕生」　　　 吉崎　一美

　　　 　 蓮 のイ コノ ロジー一 誕生 ・浄土 ・

　　　 　 曼茶羅の シソボ リズムー

　　　 　　　　 　　　 　　　　 宮 治　 　昭

　　　 　　　　 　　　 (座長:宮 治　　昭)

　 13:00生 命体 として の コス モスー 共存 の

　　　 　 概念について一 　　　　立 川　武藏

　 14:00討 論
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◎文明学部門第13回国際シンポジウム 「近代

　世界における日本文明一交通の比較文明学

　　J

　日時　平成6年12月12日(月)～

　　　　　　　　　　　　 12月19日(月)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回のシンポジウムでは,社 会経済

　　　　や支配機構,産 業文明といったいく

　　　　つかのサブテーマのもとに,交 通を

　　　　めぐる諸問題について,多 角的Y'討

　　　　論がかさねられました。

顧　問

　　梅棹　忠夫　財団法人千里文化財団会長

組織委員会

(委員長)

　　佐々木高明　国立民族学博物館長

(委　員)

　　藤井　知昭　国立民族学博物館副館長

　　石毛　直道　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　杉村　　棟　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部長

　　友枝　啓泰　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部長

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部長

　　束府　義之　国立民族学博物館管理部長

　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務

　　　　　　　　理事

(専門委員)

　　Harumi　Befuス タソフォード大学教授

　　Josef　Kreinerドイツ日本研究所所長

実行委員会

(委員長)

　　秋道　智彌　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部助教授

　　久保　正敏　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部助教授

　　林　　勲男　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部助手
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　　園田　直子　 国立民族学博物館第五研 究

　　　　　　　　部助手

　　加藤　建夫　 国立民族学博物館研究協 力

　　　　　　　　課長

　　宇治 日出二郎

　　　　　　　　財団法人千里文化財団常務

　　　　　　　　理事

参加者

　　Harumi　Befuス タ ンフ ォー ド大学教授

　　Peter　Duusス タ ンフォー ド大学教授

　　Winfried　Fliichter

　　　　　　　　デ ュイスブルグ大学教授

　　Sylvie　Guichard-Anguis

　　　　　　　　 ソルtン ヌ ・パ リ第4大 学

　　　　　　　　専任講師

　　Josef　Kreinerド イ ツ日本研究所所長

　　Constantine　N.　Vaporis

　　　　　　　　 メ リーラン ド大学助教授

　　秋道　智彌　国立民族学博物 館助教授

　　梅棒 　忠夫　財団法人千里文化財団会長

　　小野寺　淳　筑波大学地球科学系講 師

　　 高田　公理 　武庫川女子大学家政学部 教

　　　　　　　　授

　　 高橋　泰隆　 関東学 園大学経済学部助教

　　　　　　　　授

　　 林 順子 愛知女子短期大学講師

　　 松木　　哲　神 戸商船大学名誉教授

日　 程

12月12目(月)(オ オサ カサ ンパ レス)

　 17:00　 登録

12月13日(火)(国 立民族学博物館)

　 10:00　 館内見学

　 11:30　 館長表敬訪問

　 13:00　 開会式

　 13:10　 参加者紹介

　 13:40　 基調講演　　 　　　　梅棹 　忠夫

第1セッション

　　　　　　　　　 　 (座長:高 田　公理)

　 15:00　 水産物輸送 とその変容 秋道　智彌

　 16:00討 論

12月14日(水)(国 立民族学博物館)

第2セ ツション



彙　　　報

　　 　　 　　 　　 　　 (座長:林 　 順子)

　 10:00領 域 をつな ぐ一参 勤交代 と近世社

　　 　　 会一 　　　Constantine　N.　Vaporis

　 ll:00討 論

第3セ ツシ ョン

　　 　　 　　 　　 　　 (座長:小 野寺　淳)

　 13:00　 近世渡 船場事情一 美濃路起船 場を

　　 　　 中心 として一 　 林 順子

　 14:00討 論

第4セ ッシ 。ソ

　　 　　 　　 　　 　　 (座長:秋 道　智彌)

　 15:30　 明治以降の和船の変貌 松木　　哲

　 16:30討 論

12月15日(木)(国 立民族学博物館)

第5セ ッシ ョン

　　 　　 　　 　　 　　 (座長:松 木　　哲)

　 10:00　 近代 移行期 におけ る輸送 機関 の地

　　 　　 域的展開　　　　　　 小野寺　淳

　 11:00討 論

第6セ ツション

　　 　　 　　 　　 　 (座長:Harumi　 Befu)

　 13=00朝 鮮 半 島におけ る 日本の鉄道 と植

　　 　　 民地主義　 　　　 　　 Peter　Duus

　 14:00討 論

第7セ ッシ ョン

　　 　　 　　 　　 　 (座長:Harumi　 Befu)

　 15:30　 日本植民地鉄道史について

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 高橋　泰隆

　 16:30討 論

12月16日(金)三 十石船乗船 見学

12月17日(土)(国 立民族 学博物館)

第8セ ッシ ョン

　 　　 　　 　 　　 　 (座長:Josef　Kreiner)

　10:00通 勤社 会 一 通 勤 圏 の 拡 大 問題 一

　 　　 　　 　 　　 　 　　 Winfried　Fluchter

　ll:oo討 論

第9セ ツシ ョン

　 　　 　　 　 　　 　 (座長:Josef　Kreiner)

　 13:00　 ブルー トレイ ソか ら関空 まで一異

　 　　 　 郷(ノ ス タル ジー)と の コ ミュニ

　 　　 　 ケーシ ョンー

　 　　 　　 　 　　 　Sylvie　Guichard-Anguis

　 14:00討 論

第10セ ッシ ョン

　 　　 　　 　 　　 　 　(座長:高 橋 　泰隆)

　 15:30　 「情報媒体」 としての 自動 車一 近代

　 　　 　 日本 の生活史 におけ るその意味 と

　 　　 　 役割一　　　　　　　　高田　 公理

　 　　 　 16:30討 論

12月18日(日)(国 立民族学博物館)

総合討論

　 　　 　　 　 　　 　 　(座長:秋 道　智彌)

　 10:00　 討論一1

　 13:00　 討論一2

　 15:00閉 会式

12月19日(月)(オ オサ カサ ンパ レス)

　9:30　 ワー クシ ョップ

　 　　 　 解散

海外におけ る研究 ・調査 ・収集活動

氏 名 　 　　 官 職 　 　　 出 発 帰 国 　 　 行 　先

黒 田　悦子　　教　授(第 四研究部)　 6.10.3　 6.10.17　 ア メ リカ合衆 国

田村　克己　 助教授(第 二研究部)　 6.豆0.5　 6.10.12　 中華人民共和 国

大森　康宏　 助教授(第 五研究部)　 6.10.9　 6.10.26　 アメ リカ合衆 国,カ ナ ダ

藤井　龍彦　 教　授(第 四研 究部)　 6.10.10　 6.12.16　 ペル ー

江 ロ　 ー久　 教　授(第 三研 究部)　 6.10.10　 7.4.7　 フランス,ヵ メルー ン

杉村 棟 教 授(第 二研 究部)6.10.126.10.21ト ルコ

塚 田　 誠之　 助教授(第 二研 究部)　 6.10.31　 6.ll.14　 中華人民共和 国

端　　信行　 教　授(第 三研 究部)　 6.11.1　 6.12.27　 フランス,ヵ メル ーソ

松原　正毅 　　教　授(地 域研究企 画　6.11.9　 6.11.24　 トルコ

　　　 　　　 交流 センター)
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藤井　知昭　　教　授(第 二研究部)　 6.ll.13　 6.11.17　 大韓民 国

吉本　　忍　 助教授(第 五研究部)　 6.ll.14　 6.12.　i　 台湾,イ ン ドネシア

小山　修三　 教　授(第 四研究部)　 6.11.20　 6.11.28　 中華人民共和 国

園田　 直子　 助　手(第 五研究部)　 6.11.21　 6.11.30　 イ ン ドネ シア

横山　廣子　 助教授(第 二研究部)　 6.11.27　 6.12.7　 中華人民共和国

友枝　啓泰　　教　授(第 四研究部)　 6.11.28　 7.2.1　 ペルー

田村　克己　 助教授(第 二研究部)　 6.12.2　 7.1.10　 タイ,ミ ャソマー,ラ オス

佐h木 高明　 館　長　　　 　　　　　6.12.7　 6.12.13　 中華人民共和 国

吉本　　忍　 助教授(第 五研究部)　 6.12.27　 7.1.25　 中華人民共和 国

山本　紀夫　 教　授(第 五研究部)　 6.12.28　 7.1.6　 ネパール

来館者抄

　10月14日 　 藤 田　公郎(国 際協力事業団総

　　 　　 　 裁)

　10月17日 　 AL-SAFI,　Mahasin　 Abdel　Godir

　　 　　 　 Hag(ス ーダ ン,ハ ルツーム大

　　 　　 　 学アジア ・アフ リカ研究所長),

　　 　　 　 縄 田　 浩 志(中 近東 文 化 セ ン

　　 　　 　 タ ー)

　　 　　 　 ZxaNGELDIN,　 Yelmek　 T.(カ ザ

　　 　　 　　フスタ ン,アルマテ ィ美術館長)

　　 　　 　 夫妻

　10月18日 李 建 輝(中 華人民共和国,

　　 　　 　 国家 民族事務委員会弁公庁副主

　　 　　 　 任),許 学 孫(中 華人 民共

　　 　　 　 和国,民 族 文化宮 副主任),朱

　　 　　 　　 　　 彬(中 華人民共和国,中

　　 　　 　 国民族音像 出版社 副社長),陶

　　 　　 　　 　　 頴(中 華人民共和国,中

　　 　　 　 国民族音像 出版社),市 川　 捷

　　 　　 　 護(日 本 ビクター株 式会社),

　　 　　 　 佐藤　　央(日 本 ビクター株式

　　 　　 　 会社),唐 大 堤(日 本 ビク

　　 　　 　 タ ー株式会社)

　　 　　 　 船越　昭 治(岩 手 大学長),新

　　 　　 　 井　輝隆(岩 手大学事務局長)

　10月24日 　KALINAYovA,　 Jana(ス ロバキ

664

　　 　　　ア,ス ロバ キア国立博物館 音

　　 　　 楽博物館副館長)

10月27日 　 NORDENSTAM,　 Bertil(ス ウェー

　　 　　　デ ン,ス ゥェーデン王立科学ア

　　 　　　カデ ミー副会長 ・スウェーデ ソ

　　 　　　自 然 史 博 物 館 副 館 長),

　　 　　 MORLEY,　 Brian　D.(オ ース トラ

　　 　　　リア,ア デ レー ド植物園園長),

　　 　　 小原　　聰(財 団法人国際花 と

　　 　　 緑 の博覧会記念協会専務理事)

　　 　　 Ibrahim　 Ahmad　 Baj　unid　 (マ

　　 　　　レーシア,マ レーシア国立教育

　　 　　 管理研究所所長)

　　 　　 新潟市教育委員会一行　羽鳥

　　 　　 敬一(委 員長),吉 村　洋子(委

　　 　　 員長代理),高 沢　正樹(委 員),

　　 　　 橋 本　行雄(委 員),石 井

　　 　　 淳(教 育長),渡 辺喜和男(新

　　 　　 潟 市 教育 委員 会総 務 課課 長 補

　　 　　 佐)

10月31日 　M.BoJNuRDI,　 Kazem　 Musavi

　　 　　　(イラ ン,イ ス ラム大百科事 典

　　 　　 編纂所所長 ・編集長)

　　 　　　 「21世紀 のため の友情計画」ア

　　 　　　セア ン六 ケ国青年団一行



彙　　　報

　11月1日 　 近衛　宵子(日 本赤十字社副社

　　　　　　長夫人)

　 ll月4日 　　NARTsuPHA,　 Chatthip　(タイ,

　　　　　　チ ュラロソコン大学経済学部教

　　　　　　授)夫 妻

　 11月8日 　 第36回 国立博物館 ・美術館等連

　　　　　　絡協議会一行

　　　　　　WURM,　 Stephen　A.(オ ース トラ

　　　　　　 リア,オ ース トラ リア国立大学

　　　　　　教 授),HELIMSKI,　 Eugene(ロ シ

　　　　　　 ア,ロ シア人文科学大学教授),

　　　　　　H肌ANDER,　 Nilsφ.　 (ノル ウ

　　　　　　 ェー,サ ー ミ研究所),KRAUSS,

　　　　　　Michael(ア メ リカ合衆 国,ア

　　　　　　 ラ ス カ 大 学),SALMINEN,

　　　　　　 Tapani(フ ィンラ ソ ド,ヘ ル シ

　　　　　　 ンキ大学),ATKNIN,　 Viktor　D.

　　　　　　 (ロシア,ロ シア科学 アカデ ミー

　　　　　　 言語研 究所),切 替　英雄(北

　　　　　　 海学 園大学助教授),田 中　克

　　　　　　 彦(一 橋大学教授),津 田　 敏

　　　　　　 郎(小 樽商科大学助教授)

　 11月15目 　 萱野　　茂(参 議院議 員)夫 妻

　 11月18日 　 赤木　　攻(大 阪外国語大学学

　　　　　　 生部長)

　 11月25日 　 近畿二府四県教育長協議会一行

　　　　　　 　 谷 口　 文夫(大 阪府教育委員

　　　　　　 会教育長),高 井 　八 良(滋 賀

　　　　　　 県教育委 員会教育長),安 原

　　　　　　 道夫(京 都府 教 育委 員 会教 育

　　　　　　 長),芦 田　弘逸(兵 庫 県教育

　　　　　　 委員会教育長),西 川　　彰(奈

　　　　　　 良県教 育委員会 教育長),西 川

　　　　　　 時千代(和 歌 山県教育委員会教

　　　　　　 育長)

11月28日 　 M.R.　 CH-TRABONGS,　 Chakrarot

　　　 　　(タイ,国 家 文化委 員会渉外課

　　　 　 長)

11月29日 　BRANDY,　 Klaus　J.(ド イ ツ,リ

　　　 　　ソデ ン博物館極東美術館部長),

　　　 　 梶谷　宣子(ア メ リカ,メ トロ

　　　 　　ポ リタ ン美術館保存部長)

　　　 　　中 国少数 民 族代 表 団一 行　 団

　　　 　　長:呉 金 光(中 華人民共和

　　　 　　国,国 家 民族事務委員会外事司

　　　 　　連絡処処長)他

12月6日 　 博物館学国際協 力セ ミナー一行

　　　 　　　TSHERING,　 Gyem(ブ ータ ソ,

　　　 　　パ ロ国 立 博 物 館 上級 助 手),

　　　 　　NAovARATH,　 Soulaphon　 (ラオ

　　　 　　ス,ラ オス情報文化省博物館考

　　　 　　古局技官),Hari　 ABAS,　Khamis

　　　 　　Bin(マ レーシア,マ ラッカ文

　　　 　　化博物館学芸員兼新博物 館群 準

　　　 　　備室員),HAJI　 MANSOR,　 Ismail

　　　 　　Bin(マ レーシア,サ バ 州立博

　　　 　　物 館 学 芸 員 補),TSEDMAA,

　　　 　　Damdinsuren　 (モンゴル,モ ン

　　　 　　 ゴル文 化 省 博 物 館 専 門 官),

　　　 　　INCHEADCHAI,　 Jarunee(タ イ,

　　　 　　バ ンコク国立博物 館学芸 員),

　　　 　　RAvAoNAToANDRo,　 Aldine(マ

　　　 　　 ダガス カル,情 報文化省 ・女王

　　　 　　宮博 物館 長),WALE,　 Edward

　　　 　　 (ソ ロモ ソ諸 島,ソ ロモ ン国立

　　　 　　博物館学芸員)

12月9日 　 ロシア極東芸術行政専門家一行

12月15日 王 長 詮(中 華人民共和国,

　　　 　　福 州市公安 局局長),林

　　　 　　 強(中 華人民共和国,福 州市人民

　　　 　　 政府副市長)
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　　　　　中国教育行政官代表団　団長:

　　　　　張　　　栄(中 華人民共和国,

　　　　　国家教育委員会監察局長)他

12月16日　中国民族文化遺産保護及び発展

　　　　　代表団　団長:陳 　　　虹(中

　　　　　華人民共和国,国 家民族事務委

　　　　　員会副主任),沈 　昌　栄(中

　　　　　華人民共和国,中 国少数民族対

　　　　　外交流協会理事),占 巴札布(中

　　　　　華人民共和国,国 家民族事務委

　　　　　員会外事司副司長),謝 　啓

　　　　　晃(中 華人民共和国,中 国民族

　　　　　博物館準備委員会副主任),傅

　　　　　　　　東(中 華人民共和国,中

　　　　　国国家財政部文教行政司文化処

　　　　　処長),索 　文　清(中 華人民

　　　　　共和国,民 族文化宮展覧館館

　　　　　長),宗 　立　人(中 華人民共

　　　　　和国,国 家民族事務委員会弁公

　　　　　庁秘書),王 　海　清(中 華人

　　　　　民共和国,国 家民族事務委員会

　　　　　外事司干部)

12月22日　苫米地行三(財 団法人日本船舶

　　　　　振興会常務理事)

666



国立民族学博物館研究報告　19巻　総目次

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 19巻1号

崎山　　理:ヒ リモ トゥ語 の類型:辞 順 と後置詞

　　　　　　 一KWIC資 料に基づく通言語的研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

後藤 　　 明:ハ ワイ諸 島の国家形成 と人 口論的基盤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19

最　　莉 莉:中 国農民社会に おけ る儒教の影響の実態

　　　　　　　　 東北地方の実地調査に基づいて一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61

金　 　尚寳:東 アジアにおけ る儀礼的饗宴

　　　　　　　　 その構造の比較硯究一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 95

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 19巻2号

安村　直己:植 民地期 メキ シコにおけ るインデ ィオ騒動の政 治経済学

　　　　　　　　　 1774年 トラルマナルコ村(チ ャルコ地方)の 事例一 　　　　　　　　　　　　　173

永渕　康之:1917年 バ リ大地震

　　　　　　　 一 植民地状況における文化形成の政治学一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　259

慶 田　勝彦:ギ リアマにおける妖術告発 とパパイ ヤのキ ラボをめ ぐる噂 　　 　　　 　　 　　311

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19巻3号

林 勲男:フ ィーとウダ ・ラースあるいは骨 と肉

　　　　　　　一 ベダムニ族の社会構造と世界観　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 359

岸上　伸啓:現 代 ネツ リック ・イ ヌイ ッ ト社会 におけ る社会関係について

スチ ュアー ト ヘ ソ リ　 　 カナダ国北西準州ペリーベイ村の事例を中心に一 　 　 　 　 　 　 　 　405

加藤　 隆浩:ペ ルー ・クス コ市におけ るクルス ・ベ ラクイの変容　　　　　　　 　　　　　449

Komei  Hosokawa  : Retribalization and Language Mixing: 

           Aspects of Identity Strategies among the Broome Aborigines, 

    Western Australia ..............................................................................491

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19巻4号

大塚　和義:ニ ヴフのアザラシ猟と送り儀礼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 543

小門　典夫:涼 山舞族の口請詩にみえる漢族のイメージ　　　　　　　　　　　　　　　 587

Chan Kwok Bun : Values and Chinese Immigrant Entrepreneurship in Singapore ...............633 

Claire Chiang See Ngoh

667



国立民族学博物館研究報告寄稿要項

1.国 立民族学博物館研究報 告は,民 族学(文 化人類学)に 関す る論文,資 料 ・研 究 ノー ト,

　調査研 究活動報告等 を掲載 ・発表す ることに よ り,民 族学(文 化人類学)の 発展 に寄 与す る

　 ものである。

2.国 立民族学博物館研究報告に寄稿す る ことが できる者は,次 の とお りとす る。

　 (1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」 とい う。)の 教官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組

　　　織,運 営 に関与す る者

　 (2)本 館が受け入れた各種研究員及び研究協 力者

　 (3)そ の他本館 において適当 と認 めた者

3.原 稿を寄稿す る場合 は,論 文,資 料 ・研究 ノー ト,調 査研究活動報告等 の うち,い ずれで

　あるかをそ の表紙 に明記す るもの とす る。 なお,こ の区分について の最終的 な調 整は,国 立

　民族学博 物館研究報告編集委 員会(以 下 「編集委員会 」 とい う。)に お いて行 う。(編 集す る

　場 合は,原 則 として論文 及び資料 ・研究 ノー トを1段 組,そ の他 の ものを2段 組 として取 り

扱 う。)

4.原 稿執筆 における使用 言語 は,日 本語,英 語,フ ランス語,スペイン 語,ロ シア語,中 国

　語 及び ドイ ツ語 の うちいず れを用いて も差 し支 えない。ただ し,そ の他 の言語 を用い る場合

　は,編 集委員会に相談す るもの とする。

5.特 殊 な文字,記 号,印 刷方法等が必要 な場合 は,編 集委員会に相談す るもの とす る。

6.寄 稿す る原稿 が論文 で,日 本語 を使用す る場合 は,原 則 と して英文に よ り500語程度の要 旨

　を付 け るもの と し,そ の他 の言語に よる論文 の場合 は,編 集委員会に相談す る もの とす る。

　なお,寄 稿す る原稿 につ いては,執 筆者名 の ローマ字 表記及び原稿表題 の英文 を付記 しなけ

　れ ぽならない。

7.寄 稿す る原稿 の枚数 は,原 則 と して制限 しない。 ただ し,編 集す る場合 は編集委 員会の判

　断 に よ り,紙 数等 の関係か ら分割 して掲載す るこ とがあ る。

8.寄 稿す る原稿 は,必 ず 清書(欧 文 の場合 はタイ プ)し,原 稿 の写 し1部 を添付 す るもの と

　す る。 なお,図,表 の ス ミ入れ,レ タ リングは,編 集委員会で処理す る。

9.寄 稿 された原稿 は,審 査委 員会にお いて審査 の うx,採 否を決定す る。 なお,原 稿 は,採

　否 にか かわ らず原則 として返却 しない。

10.稿 料 の支払 い,掲 載料の徴収は行わない。

11.原 稿 の執筆 に当 っては,別 に定める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」 による。

12.原 稿 の寄稿先及び連絡先は,次 の とお りとす る。

　　　〒565　 大阪府吹 田市千里　 万博 公園10-1

　　　　　　 国立民族学博物館内

　　　　　　 国立民族学博 物館研究報告編集委員会(電 話　代表06-876-2151)

668



国立民族学博物館研究報告執筆要領

1.原 稿は,200字 詰原稿用紙を使用 し,横 書 きとす る。

2.原 稿は,図,表 を除 き,原 則 として黒イ ソクを使用す る。

3.日 本語を使 用 して執筆す る場合は,原 則 として当用漢字,現 代かなつかいを用いる。

4.句 読点,括 弧,各 種記号等は,原 則 として原稿用紙 のマス 目1字 分の扱 いをする。

5.原 稿 中の年 号,月 日及びその他 の数字 は,原 則 としてア ラビア数字 を用 いる。なお,年 号

　は,原 則 として西暦 とす る。

6.図 及 び表 は,一 図,一 表 ご とに別紙 に書 き,本 文 とは別に一括 して添付す る もの とす る。

　なお,図,表 ごとに通 し番号(「 図1」,「 表1」 等 の要領 に よ り記入),図,表 名 及び説明並

　びに出典等を記 し,本 文原稿 の欄外には,そ れぞれのそ う入箇所を指定す る もの とす る。

7.写 真 は,写 りの明瞭 なもので,手 札 判以上の大 きさに焼 き付け たものに限 り,図 及び表の

扱い に準 じて通 し番号,説 明を付 けた うえ,そ う入箇所を指定す るもの とす る。ただ し,カ

　ラー写真は,原 則 として受 け付け ない。

8,本 文又 は脚 注におい て文献 を指示 す る場合は,カ ギ括弧を付け,著 者名,文 献刊行年次,

　引用ペ ージ数の順に下記 の例 に従 って記載す る。

　　 [柳田　1942:67-69]

　　 [Leach　1961:123コ

　　 [柳田　1942:67-69,1944:20-22;Leach　 1961:123]

　ただ し,同 年次刊行物 の場合 は,ア ル フ ァベ ッ ト順に よ り,下 記の ように記載す るもの とす る。

　　 [柳田　1942a:20-22コ[柳 田　1942b:10]

9.脚 注 は,一 つ一つ別紙に記 し,通 し番号を付け る。 なお,本 文 中に脚注をそ う入す る箇所

　には,脚 注の当該番号 を記入 し,別 紙 の脚注には,本 文のページ数 を明記す るものとす る。

10.本 文及 び脚 注におい て参照 した文献 は,す べて原稿 の末尾 に まとめて下記 の方法 に よ り記

　入す る。

　 (1)文 献の配列は,著 者名 のアルフ ァベ ット順 とす ること。

　 (2)文 献の記載は,著 者名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻,号,出 版社 名の順 とす る

　　　こと。

　　　欧文 の雑誌 名及び単行本名は,イ タ リック体にす るため,原 稿 には下線を引 くこと。 ま

　　　た,ロ ーマ字人名は,ス モール ・キ ャピタル とす るため,二 重下 線を引 き,日 本文 の場

　　　合 は,論 題に カギ括弧,雑 誌名及 び単行本名に二重の カギ括弧 を付け るこ と。 雑誌 の巻

　　　数及 び号数は,原 則 としてア ラビア数字を用い ること。

　　　 (例)

　　　　論文 の場合(1)

　　　　　石 田英一郎

　　　　　　　1948　 「文化史的民族学成立 の基本問題」『民族学研究』13(4):311-330。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current An-

        thropology 14 (4): 357-372.

669



論文の場合(2)

　杉浦　健一

　　　1942　 「民 間信仰 の話」柳 田国男編 『日本民俗学研究』岩波書店,pp.117-143。

Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal 

        Abuse. In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of 

         Language, The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

　泉　　靖 一

　　 　1966　 『文 明を もった生物』 日本放送 出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in An-

        thropology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological 

         Research, Inc.

翻訳書の場合

　 エ リアーデ,M.

　 　 1974『 シャーマ ニズムー 古代的 エクス タシー技術　　』堀一郎訳　冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The 

        University of Chicago Press.

670



国立民族学博物館研究報告　19巻4号

〔監 　修〕

佐 々 木 高 明

〔編集委員長〕

友 枝 啓 泰

〔編 集 委 員〕

秋 道 智 彌

泉 　　 幽 香

上 杉 富 之

清 水 昭 俊

庄 司 博 史

新 免 光 比 呂

田 邉 繁 治

長 野 泰 彦

野 村 ・雅 一

松 山 利 夫

安 村 直 己

横 山 廣 子

平成7年3月30目 　発 行 非 売 品

国立民族 学博物 館研 究報 告　 19巻4号

編集 ・発行 　 国 立 民 族 学 博 物 館

　　　　　　 〒565吹 田市 千 里万 博公 園10-1

　　　　　　　　　 TEL　 O6(876)2151(代表)

印 　 刷 　 中 西 印 刷 株 式 会 社

　　　　　　 〒602　京都市上京区下立売通小川東入
　　　　　　　　　 TEL　 O75(441)3155(代表)



Bulletin of the National Museum of Ethnology 
 vol.19 no.4 

1994

OHTSUKA, Kazuyoshi Nivkh Seal Hunting and Ritual 

KOKADO, NorioImages of the Han-Chinese Reflected in the Oral 
                    Poetry of the Liang-shan Yi 

CHAN, Kwok BunValues and Chinese Immigrant Entrepreneurship 
CHIANG, Claire See Ngoh in Singapore

ISSN 0385-180X

National Museum 
of Ethnology

Senri Expo Park, Suita, Osaka, Japan 

phone 06-876-2151




